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第24回フォトコンテスト入賞作品 「やさしい季」　奥原 静男さん（佐久市）

■笑味ちゃんのエーコープマーク品活用術
　鶏肉のケチャマヨチーズカレー炒め／キャベツの明太マヨ和え
■スマイルＪＡ女性会
　女性会公認グループ豆の会
■家庭菜園便利帖　サツマイモ
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３年取り組めば確実に減らせる！
雑草イネ（赤米）ゼロを目指しましょう！
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　   ３年取り組めば確実に減らせる！
雑草イネ ( 赤米 ) ゼロを目指しましょう！

特 集

■お問い合わせ
　佐久農業農村支援センター　TEL 0267ー63ー3167
　または、お近くのJA営農センターまで

Q. 雑草イネ ( 赤米 ) ってどんなもの？

・籾が青いうちは籾の先端が赤く、穂が出て２週間経つと自然に籾を落とし始めます　⇒　雑草化！
・雑草イネの玄米は赤く（赤褐色）、精米後も若干色が残ります。

雑草イネは対策をしないと急激に増加し、選別機械でも抜けなくなります。
出荷や有利販売ができなくなるうえ、周りの田んぼに広がって迷惑をかけてしまいます。

しかし、次の対策を行うことで確実に減らすことができます！

雑草イネに有効な成分を含む除草剤を７〜 10 日間隔で３回処理します。

４月末〜５月始めより入水し、水田内に残っていた
雑草イネを出芽させた後、極浅水で２回代かきする
ことにより、雑草イネを埋没枯死させます。

６月下旬（中干し前）に条間・株間にあるも
のを抜き取り、８月上旬に穂の様子が異なる
ものを刈り出します。

手取り除草しきれないほど多発している圃場は、
イネの栽培をあきらめ１年間転作または休耕しま
しょう。

収穫後は秋起こし・冬起こしをせず、こぼれた籾が
凍み枯れるようにします。さらに可能であれば、稲
わらを持ち出して石灰窒素を 50 ㎏ /10a 散布す
ると効果的です。石灰窒素を散布した場合、翌年の
基肥を窒素成分で３〜４㎏ /10a 減らします。

・雑草イネに有効な成分を含まない除草剤や、有効成分の含有量が少ない除草剤は、防除効果が期待できません。上記以外の除
草剤を使用したい場合はご相談ください。また、上記除草剤には雑草イネの出芽を抑制する効果がありますが、生えてしまっ
た雑草イネを上記除草剤で枯らすことはできません。雑草イネの出芽前に散布することが大切です。　

・特別栽培米や有機栽培米の場合は、別途ご相談ください。

雑草イネ

　　早期入水＋浅水代かき

　 除草剤３剤体系処理   ※ 水管理が悪いと十分な効果が出ませんので注意してください。

　 転作または休耕

　 手取り除草 　 収穫後の不耕起

 雑草イネの出芽→枯死を繰り返させるために、７〜 10 日
 程度期間を空けて、代かきを行なうとなお良い！

対策１

対策２

対策５

対策３ 対策４

コシヒカリ

浅水代かきの様子 ■代かきによる雑草イネ防除率（％）

入水時期による代かき防除の効果の差
（2021 年、佐久農業農村支援センター）

移植日 5/28、代かき及び移植後に調査

早期入水
４/27

100.0

99.5

99.0

98.5

98.0

97.5

97.0

通常入水
5/29入水日！

代かき２回（5/23、5/25）

パターン①
（中～多発生の場合）

☞基本の処理体系
1剤目
代かき

２剤目 ３剤目
田植え

7 日後 7～10 日後

メテオフロアブル
メテオジャンボ

（上記いずれか1剤）

ワンオールS１キロ粒剤
エリジャンジャンボ
（上記いずれか1剤）

カウントダウン１キロ粒剤
アピログロウMX１キロ粒剤
シンズイZ１キロ粒剤
（上記いずれか1剤）

パターン②
（微～中発生の場合）
☞必ず対策１の代か
き技術に取り組んだ
上で行うこと。

1剤目
代かき5日以内田植え

２剤目 ３剤目7 日後 7～10 日後

ワンオールS１キロ粒剤
メテオフロアブル
（上記いずれか1剤）

エリジャンジャンボ シンズイZ １キロ粒剤
シンズイZ ジャンボ
カウントダウンジャンボ
（上記いずれか1剤）

秋起こししない 石灰窒素 50kg/10a 散布
翌年減肥 -N3 〜 4kg/10a

休耕子実用
トウモロコシ

大豆麦類
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浜松で管内産きのこをＰＲ

犯人の情報を全員で共有
農作業事故を防ごう

ＪＡ佐久浅間産きのこフェア

防犯訓練
農作業安全研修会

　当ＪＡきのこ専門委員会は２月１７日、静岡県のＪＡ
とぴあ浜松ファーマーズマーケットの２店舗で、ＪＡ佐
久浅間産きのこフェアを開催しました。ＪＡとぴあ浜松
とは平成１７年からＪＡ間取引を始め、きのこフェアは
平成３１年から開催。特設売り場でエノキタケやブナシ
メジ、ナメコを販売した他、きのこ汁を振る舞いまし
た。フェアには髙橋宏明専門委員長も参加し、来店者か
ら「きのこのおいしい食べ方を教えてほしい」などと
いった質問に答えていました。

　当ＪＡは３月６日、川西地区金融機関防犯協会と連携
し、立科支所で防犯訓練を行いました。訓練は、緊急時の
防犯態勢の確認と利用者、職員の安全確保が目的。窓口で
女性客が手続きをしている際に背後から犯人が現れ『金を
出せ』と女性客を人質に現金を奪って逃走。佐久警察署の
渡邉有希警部補は「職員が全員で犯人の情報を共有し、駆
け付けた警察官に伝えてほしい。また、現場で足跡などが
残っている部分は有力な情報となるため保存してほしい」
と呼び掛けました。

　ＪＡ長野厚生連佐久総合病院や佐久市、当ＪＡなどでつくる佐久
市有機農業研究協議会は３月１１日、同協議会実験農場で農作業安
全研修会を開き、関係者ら約２０人が参加しました。日本農村医学
研究所の担当者が農作業死亡事故の概要や熱中症の予防策について
説明した他、ＪＡ共済の「農作業事故体験ＶＲ」を活用し、トラク
ターやコンバインなどを運転中の「ヒヤリハット」を疑似体験。ま
た、みなみ農機センターの担当者がトラクターや管理機などを実際
に使用し、機械の仕組みや注意点、事故の起こりやすい状況などに
ついて説明しました。

Sakuasama Topics

想いをひとつに  かなえよう
課題を分析し改善策を提案

女性会通常総会
中核人材研修会

あいさつする黒沢会長

　当ＪＡ女性会は３月１２日、第１７回通常総会を本所で開
き代議員や女性理事ら６９人が出席しました。令和５年度の
会員拡大運動で「班長が１人以上にお声がけ・お誘い運動」
の取り組みや女性会講演会＆女性会まつり２０２３、食農教
育活動の収穫体験や出前授業などを報告しました。令和６年
度は「ＪＡ女性 想いをひとつに かなえよう」を基本方針に、
地域の仲間づくりやフレッシュミズ部会の支援、ＪＡ運営の
参画に向けた女性の組合員加入運動に取り組む予定です。

　当ＪＡは２月１５日、本所で中核人材育成研修会の修了
レポート報告会を開きました。受講した１０人の職員が
「マーケティング的発想を活用し、自部門の課題解決に向
けた提案」をテーマにレポートを発表。最優秀賞には『ト
ルコギキョウ新規栽培者獲得の方策』について提案した営
農経済部花卉果樹振興センターの阿部知史係が選ばれまし
た。最優秀賞を受賞した阿部係は「他部署の職員と意見を
交わし、貴重な経験ができた。この経験を日々の業務に生
かしたい」と話しました。 最優秀賞の阿部係（左）

きのこをＰＲする髙橋専門委員長

犯人役の警察官と職員

安全な使用方法の説明を受ける参加者

赤米は撲滅できる！
全国農業青年クラブ連絡協議会会長賞を受賞
　３月５・６日に東京都で開かれた第６２回全国青年農業者
会議に、長野県代表として佐久市の大森光さんが参加しまし
た。「赤米は撲滅できる！〜３年間の軌跡〜」と題し、佐久
地域全域で課題となっている赤米の撲滅に向けた取り組みに
ついて発表。土地利用型作物部門の優良賞を受賞しました。
大森さんは「これまでの成果を地域の生産者へ発信する活動
や引き続き赤米撲滅に向けた活動を行い、良品質米の産地を
維持していきたい」と話しました。

受賞した大森さん（中央）

仕上げ剪定講習会
ぶどう栽培振興プロジェクト

剪定作業を学ぶ参加者

30人が参加するフレミズつなぐラボ

　当ＪＡは２月１５日、無核ぶどう短梢栽培仕上げ剪定講習
会を佐久市のぶどう栽培実証圃で開催し６０人が参加しまし
た。厳寒期を過ぎてから樹液が流動するまでに仕上げる事や
樹間面積拡大中の枝の切り方、主枝から出る枝の短梢剪定、
発芽を促して枝の欠損を防ぐ芽（目）傷処理について実技を交
えて学びました。担当者は「今年は暖かく生育が早いので早
めに作業を行ってほしい。傷処理後には、乾燥防止の為塗布
剤を塗ることを忘れないでほしい」とアドバイスしました。

子育て世代の仲間づくり
フレミズつなぐラボ２０２４開講
　当ＪＡは３月１２日、本所で女性大学を５年振りに開講し
ました。子育て世代の女性の仲間づくりとＪＡファンづくり
を目的に開催し１５期目。今期は女性会のフレッシュミズ部
会の会員が「フレミズつなぐラボ２０２４」と名称やカリ
キュラムを考案し、来年２月まで全１２回の講義で料理や子
育て講演会、大豆の栽培や加工などを学びます。初回は元教
員の竹下和男さんが「台所から引き出す子どもの力」をテー
マに講演しました。
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え み

味ちゃんの
エーコープマーク品
活用術

エーコープマーク品は
「安全で健康を守る」を
コンセプトに利用者の意
見を反映し、ＪＡの特色
を生かしたプライベートブランドです。

共通のテーマで皆さんの声をお届けします

みんなの広場 今月のテーマ
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スマイル
ＪＡ女 性 会

●作り方
①辛子明太子はスプーンなどで中身を出しておく。
②キャベツは食べやすい大きさに切り、電子レンジなど

で加熱し、粗熱を取り水気を切る。
③ボウルに①と②、Ⓐを入れて混ぜ合わせる。
④器に③をとり、白ごまをふる。

キャベツの明太マヨ和え
キャベツの甘みと明太子の辛さがたまらない

エーコープマーク品は、ＪＡファーム佐久店でお買い求め
いただけます。

■商品に関するお問い合わせ
　ＪＡファーム佐久店  TEL 0267ー66ー3300

鶏肉のケチャマヨチーズカレー炒め
ご飯がモリモリすすみます !!

●材料（２人分）
・鶏肉………………200ｇ　　・パセリ…………適量
・ピーマン（赤・黄）………各1/4個
・ミニトマト………６個　　　・レモン…………1/4個
・リーフレタス……２枚　　　・塩………………少々
・粉チーズ…………適量　　　・バター…………10g
　　・ケチャップ…大さじ１と1/2
　　・エーコープマヨネーズ……大さじ1
　　・カレー粉……小さじ1/2 ・粉チーズ………小さじ1/2

●作り方
①鶏肉は塩を振ってもみ込み、冷蔵庫で 20 ～ 30 分置く。
②パセリはみじん切り、ピーマンは薄切り、ミニトマト

はヘタを取り、レモンは輪切り、リーフレタスは食べ
やすい大きさにちぎっておく。

③フライパンにバターを入れて熱し、①を中火で焼く。
④③にⒶを加え中火で２～３分炒め絡める。
⑤器に④を盛り、粉チーズとパセリを散らし②を添える。

●材料（材料 2 人分）
・辛子明太子………50ｇ　　   ・キャベツ…………1/4個
・白ごま……………適量
　　・エーコープマヨネーズ……大さじ3
　　・牛乳…………大さじ1　 ・塩、こしょう……各少々

女性会公認グループ豆の会

味噌玉づくり

大豆をゆでる

咲き誇る桜 おしゃべり

　私の春の楽しみは冬の厳し
い寒さが和らぎ、優しくき
れいなピンク色の桜が咲き誇
ることです。桜は新学期の始
まりを告げ、新たな出会いに
ワクワクします。特に今年
度は、中学校生活最後の一年間という事もあり、生徒
会、部活、受験と、とても大変な一年になると思いま
す。
　大好きな仲間と充実した中学校生活が送れるように
一日一日を大切にしながら、過ごしていきたいと思い
ます。

　春は一年中で一番良い季節
です。雪も解けてフキノトウ
も出ます。毎年フキ味噌を
作ります。ほろにがい味が
何とも言えません。つばめがやってくるのもいいで
すね。軒先がにぎやかになり、かわいいものです。
それと、草もち作りも良いですね。草はやわらかい
うちに取り、たくさん入れると色が鮮やかになりま
す。私達は田んぼや畑仕事が始まります。何よりの
楽しみは畑で友達と会う事です。時には時間を忘れ
ておしゃべりをします。
　これらが私の春の楽しみだと思っています。

佐久市臼田
濵口　萌衣さん（14歳）

佐久市甲
清水　六代さん（83歳）

　豆の会では３月４〜８日までの５日間、味噌仕込みを
行いました。
　希望者による共同栽培の大豆と、各家庭で栽培した大
豆を持ち寄り、３８０㎏ほどの味噌を仕込みました。容
器に詰め、食べられる日を楽しみに各家庭で管理をしま
す。仲間がいるからこそできる「味噌仕込み」です。安心・
安全でおいしい味噌を食べられるようにグループの仲間
と協力しながら来年の味噌仕込みに向けて大豆栽培に取
り組んでいきます。
　また、豆の会では味噌仕込みのほかに大豆加工や料理

の研究に取り組み、普段の食事に大豆料理を取り入れられ
るように心がけています。

マヨネーズの意外な使い方
①野菜炒めやソテーなど炒め油にする
とコクが出る。

②ハンバーグの肉だねにまぜるとお肉
が柔らかくなる。

③炒飯の炒め油にするとパラパラに。
※マヨネーズは焦げやすいので火にか
ける前に入れ火力は中火で調理して
ください。

■女性会に参加したい、もう少し詳しく内容を知り
　たい方は
　企画総務部ふれあい広報課
　TEL 0267ー68ー1112・業務携帯 070ー4808ー7931まで

エーコープ国産鶏卵使用
マヨネーズ
国産鶏卵を使用したマ
ヨネーズ。ほどよい酸
味とコクで、後味がく
どくなく食べやすい。
細口にも星型にもでき
るダブルキャップを使
用しています。

「春の楽しみ」

Ⓒみんなのよい食プロジェクト
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お
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【
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長
】

●
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性
に
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れ
、
定
植
時
の
植
穴
処

理
、
ま
た
は
生
育
期
の
株
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処
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で
高
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を
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し
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そ
の
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果
は
長
期

間
持
続
し
ま
す
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■
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の
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入
・
お
問
い
合
わ
せ
は

　

お
近
く
の
Ｊ
Ａ
営
農
セ
ン
タ
ー
（
資
材

　

取
扱
店
）
ま
た
は
資
材
店
舗
へ

『サツマイモ』
の害虫には

店頭価格 １㎏ 1,201 円（税込）
　　　　 ３㎏ 3,214 円（税込）

ダントツ粒剤

畑
の
準
備

　

乾
燥
し
た
土
地
の
方
が
味
が
良
く
、

排
水
が
悪
い
所
で
は
粘
質
に
な
り
食
味

が
劣
り
ま
す
。
排
水
が
良
い
場
所
を
選

び
、
通
気
性
を
高
め
る
た
め
に
畝
の
中

央
に
溝
を
掘
っ
て
、
完
熟
堆
肥
を
１
㎡

当
た
り
１
㎏
入
れ
て
埋
め
戻
し
ま
す
。

床
幅
は
40
～
50
㎝
で
、
排
水
性
を
良
く

す
る
た
め
に
高
さ
30
㎝
く
ら
い
の
高
畝

に
し
ま
す
（
高
め
の
方
が
収
穫
し
や
す

い
）
。

　

初
め
て
サ
ツ
マ
イ
モ
を
つ
く
る
場
所

で
は
無
肥
料
と
し
ま
す
。
吸
肥
力
が
強

い
た
め
、
肥
料
が
多
い
と
つ
る
だ
け
が

伸
び
て
イ
モ
の
付
き
方
や
味
が
悪
く
な

り
ま
す
。

苗
の
準
備

　

茎
が
太
く
７
～
８
節
で
、
長
さ
25
～

30
㎝
の
も
の
が
適
し
て
い
ま
す
。
購
入

し
た
苗
の
束
を
ほ
ど
い
た
ら
、
茎
の
根

元
を
い
っ
た
ん
切
り
、
バ
ケ
ツ
に
切
り

口
を
漬
け
て
十
分
に
吸
水
さ
せ
、
ピ
ン

と
さ
せ
ま
す
。

植
え
付
け

　

晩
霜
の
恐
れ
が
な
く
な
り
、
発
根
が

始
ま
る
地
温
15
℃
以
上
に
な
っ
て
か
ら

植
え
ま
す
。
強
い
日
差
し
を
避
け
る
た

め
に
で
き
る
だ
け
曇
り
の
日
か
夕
方
に

行
い
ま
す
。
水
は
け
が
大
切
な
た
め
、

苗
は
畝
の
頂
上
に
植
え
ま
す
。

　

裸
地
栽
培
は
「
水
平
さ
し
」
や
「
船

底
さ
し
」
が
良
く
、
黒
マ
ル
チ
栽
培
で

は
「
斜
め
さ
し
」
や
「
垂
直
さ
し
」
に

し
て
、
株
間
30
～
40
㎝
、
植
え
付
け
の

深
さ
は
６
～
７
㎝
く
ら
い
と
し
、
深
植

え
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
条
件

が
良
け
れ
ば
3
～
5
日
で
活
着
し
ま

す
。
活
着
に
は
土
壌
水
分
が
必
要
な
の

で
、
畝
が
乾
い
て
い
る
場
合
は
植
え
付

け
後
に
灌
水
し
ま
す
。

　

切
り
口
に
近
い
2
～
3
節
が
も
っ
と

も
塊
根
（
イ
モ
）
を
つ
け
や
す
い
の
で
、

2
～
3
節
を
土
中
に
埋
め
込
み
ま
す
。

節
を
埋
め
込
ま
な
い
と
吸
収
根
ば
か
り

と
な
り
イ
モ
が
で
き
ま
せ
ん
。
各
節
の

葉
は
必
ず
外
に
出
る
よ
う
に
植
え
付
け

ま
す
。

　

ポ
リ
マ
ル
チ
の
場
合
は
、
植
え
付
け

後
に
乾
燥
を
防
ぐ
た
め
、
土
で
植
え
穴

を
ふ
さ
ぎ
ま
す
。
さ
ら
に
マ
ル
チ
と
苗

の
接
触
に
よ
る
日
焼
け
を
防
ぐ
た
め
、

苗
の
下
に
土
を
一
握
り
置
き
ま
す
。

サツマイモ
中南米原産で、食物繊維や栄養を豊富に含む秋を代表する人気野菜
の一つです。中国から琉球を経て江戸時代初期に九州南部に伝わっ
たことから「唐

からいも

芋」「薩
さ つ ま い も

摩芋」と呼ばれるようになりました。
連作が可能で痩せ地や酸性土でもつくることができますが、肥料が
効き過ぎると葉だけが成長して、肝心の芋が貧弱になることがあり
ます。そのため、元肥などは与えずに育てるのがポイントです。

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 9月 10月

収穫定植

ポリマルチ

中に棒を挿し、
これを持って
フィルムを回し
ながら伸ばして
いく

ポリフィルム
マルチ用、厚さ 0.02 〜 0.03mm
の薄いもの。温度は透明の方が
上がりやすいが、雑草が生えや
すい所は黒色にする

早取り、多収を狙うとき

土を十分かける

良

× ×

○

不良

不良

茎が細く徒長し、葉色
が薄く、厚みがない

すんなり伸びた長さ 25
〜 30cm くらい、葉数
が 7 〜 8 枚の苗が最良

短くて、ずんぐり
している

イモの数が
多くなる

イモの数は少な
いが大きくなる活着しやすい

斜めさし水平さし 垂直さし

イ
モ
の
付
き
方

　

苗
の
各
葉
柄
の
基
部
か
ら
出
た
根
の

一
部
が
肥
大
し
て
イ
モ
に
な
り
ま
す
。

土
に
埋
ま
っ
た
葉
柄
の
付
け
根
に
し
か

付
か
な
い
た
め
、
植
え
付
け
に
注
意
し

ま
す
。

水
平
さ
し
の
付
き
方

　

苗
を
畝
と
平
行
に
置
い
て
茎
を
指
で

ぐ
っ
と
押
し
込
む
よ
う
に
し
（
茎
が
土

に
隠
れ
る
状
態
）
、
茎
葉
の
一
部
を
地

上
部
に
出
し
て
植
え
ま
す
。
板
の
先
端

に
切
り
込
み
を
入
れ
た
、
さ
し
込
み
用

の
ヘ
ラ
を
つ
く
る
と
便
利
で
す
。

管
理

①
灌
水
・
補
植

　

乾
燥
し
て
い
る
と
き
は
葉
を
枯
ら
さ

な
い
よ
う
に
し
ば
ら
く
灌
水
し
ま
す
。

根
付
く
と
し
お
れ
気
味
だ
っ
た
苗
が
立

ち
上
が
っ
て
伸
び
て
き
ま
す
。
枯
れ
て

し
ま
っ
た
所
に
は
、
根
付
い
た
苗
の
先

端
を
切
り
、
下
葉
を
取
っ
て
葉
を
３
～

４
枚
残
し
た
苗
と
し
て
再
度
植
え
ま
す

（
７
月
初
め
頃
ま
で
可
能
だ
が
収
穫
は

遅
く
な
る
）
。

②
追
肥

　

つ
る
の
伸
び
や
葉
色
が
悪
い
場
合

は
、
畝
の
肩
に
化
成
肥
料
を
少
し
追
肥

し
ま
す
（
一
般
的
に
は
追
肥
は
し
な

い
）
。

③
中
耕
・
除
草

　

地
上
の
節
か
ら
つ
る
が
２
～
３
本
伸

び
た
ら
、
苗
に
光
を
当
て
る
た
め
に
除

草
し
ま
す
。
土
中
に
空
気
を
入
れ
る
よ

う
に
通
路
を
中
耕
し
ま
す
。

④
つ
る
の
整
理
・
つ
る
返
し

　

生
育
後
半
に
つ
る
が
伸
び
過
ぎ
た
と

き
は
、
つ
る
の
先
を
鎌
で
刈
り
取
っ
て

草
勢
を
抑
え
、
過
繁
茂
を
防
ぎ
ま
す
。

盛
夏
に
畝
の
凸
凹
が
分
か
る
程
度
に
し

ま
す
。

　

生
育
が
旺
盛
な
場
合
は
、
つ
る
の
途

中
か
ら
根
が
出
る
た
め
、
時
々
鎌
の
先

に
引
っ
掛
け
て
地
面
か
ら
浮
か
し
て
根

を
切
る
か
裏
返
し
て
、
節
か
ら
の
根
を

切
り
ま
す
。
栄
養
の
分
散
を
防
ぎ
、
イ

モ
が
大
き
く
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

収
穫

　

　

植
え
付
け
後
１
１
０
～
１
２
０
日
で

収
穫
で
き
ま
す
。
つ
る
か
ら
汁
液
が
出

る
た
め
、
汚
れ
て
も
い
い
身
支
度
で
作

業
し
ま
す
。
目
印
の
た
め
に
収
穫
前
に

つ
る
を
地
上
部
に
少
し
残
し
て
切
り
ま

す
。
霜
が
降
り
る
前
ま
で
の
晴
天
の
日

を
選
ん
で
収
穫
し
ま
す
（
降
霜
後
は
味

が
落
ち
、
９
℃
以
下
の
低
温
で
は
腐
敗

が
始
ま
る
）
。
収
穫
後
は
イ
モ
の
表
面

の
土
を
よ
く
乾
か
し
ま
す
。

　

収
穫
後
３
～
４
週
間
お
く
と
、
し
っ

と
り
し
て
甘
味
が
増
し
て
美
味
し
く
な

り
ま
す
。
つ
る
は
堆
肥
の
原
料
に
な
る

ほ
か
、 

葉
を
除
い
た
葉
柄
と
軟
ら
か
い

つ
る
先
を
甘
辛
く
煮
付
け
る
と
、
美
味

し
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
存
方
法

　

９
℃
以
下
の
低
温
で
傷
ん
で
し
ま
う

た
め
、
冷
蔵
庫
に
は
入
れ
な
い
よ
う
に

し
ま
す
。
あ
ま
り
気
温
が
高
い
の
も
良

く
な
い
た
め
、
10
～
15
℃
前
後
の
涼
し

い
冷
暗
所
で
、
新
聞
紙
に
包
む
か
段

ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
る
な
ど
し
て
保
存
し

ま
す
。

　

収
穫
直
後
よ
り
も
３
～
４
週
間
ほ
ど

陰
干
し
し
た
方
が
甘
味
が
増
す
た
め
、

掘
り
た
て
の
新
鮮
な
サ
ツ
マ
イ
モ
を
購

入
し
た
場
合
は
、
少
し
寝
か
せ
て
か
ら

食
べ
る
と
よ
り
美
味
し
く
な
り
ま
す
。

この辺りで刈り取る

つる先を元の方へ返す
（つる返し）

伸ばし放題にしておくと
イモが大きくなり過ぎ、
形が崩れてしまう

店頭価格 988円（税込）

【
特
長
】

①
新
開
発
シ
ャ
ワ
ー
ス
パ
ウ
ト

　

広
範
囲
に
散
布
で
き
る
シ
ャ
ワ
ー
設
計
で

散
布
が
ラ
ク
ラ
ク

②
持
ち
や
す
い
取
っ
手
付
き

　

他
社
に
は
な
い
樹
脂
製
の
丈
夫
な
取
っ
手

付
き
で
持
ち
や
す
く
、
安
定
し
た
散
布
作

業
が
可
能

③
環
境
に
配
慮
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
商
品

　

従
来
の
ボ
ト
ル
と
比
較
し
て
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
使
用
量
を
約
１
／
２
に
削
減

お酢の除草液
シャワー

Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
佐
久
店

お
す
す
め
商
品
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【
俳
句
・
川
柳
ほ
か
】

私
の
一
句

私
の
一
首

浅
間
背
に
雪
原
走
る
小
海
線

か
ほ(

佐
久
市
）

暖
冬
の
帳
尻
り
あ
わ
せ
か
春
の
雪

よ
う
ち
ゃ
ん
（
立
科
町
）

人ひ

と間
の
顔
長
び
く
会
議
青
白
く

仏
の
雅
（
佐
久
市
）

浅
間
山
麓
ひ
ろ
や
か
や
雛
祭

竹
（
東
御
市
）

ひ
ょ
っ
こ
り
と
春
の
訪
れ
フ
キ
ノ
ト
ウ

Ｓ
・
Ｉ
（
佐
久
市
）

鼓
草
一
輪
咲
く
や
道
の
端
に

Ｆ
・
Ｆ
（
軽
井
沢
町
）

畝
均
し
最
初
の
種
を
蒔
き
し
春

花
木
槿
（
佐
久
市
）

老
婦
と
て
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
癒
さ
れ
る

ス
ズ
ラ
ン
（
東
御
市
）

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栄
養
満
点
指
定
野
菜Ｔ

子
（
佐
久
市
）

冠
雪
を
耐
え
る
松
の
木
父
母
の
顔

Ａ
・
Ｍ
（
佐
久
穂
町
）

花
咲
か
ば 

散
る
も
命
と 

知
り
つ
つ
も

乱
れ
こ
ぼ
る
る 

さ
く
ら
ば
の
宴

爾
楽
庵
（
佐
久
市
）

往
年
の 

セ
ー
タ
ー
出
し
て 

着
て
み
て
は

映
る
鏡
に 

深
皺
照
れ
り

デ
ブ
ジ
（
佐
久
市
）

春
弥
生 

サ
ク
ラ
サ
ク
子
の 

笑
顔
あ
り

明
暗
わ
け
る 

悲
喜
の
月
か
な

Ｈ
・
Ｓ
（
佐
久
穂
町
）

荒
船
の 

山
の
彼
方
の 

空
染
め
て

バ
ラ
色
映
え
る 

モ
ル
ゲ
ン
ロ
ー
テ

マ
ロ
ニ
ー
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

私
は
春
に
な
っ
て
ル
ン
ル
ン
な
の

に
・
・
・
友
達
は
気
が
重
い
よ

う
で
す
。
花
粉
症
の
よ
う
で
す
。
今

の
と
こ
ろ
家
族
に
症
状
は
な
い
け
れ

ど
、
洗
濯
物
と
か
気
を
使
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

Ｋ
・
Ｓ
（
立
科
町
）

ま
だ
雪
が
残
っ
て
い
る
畑
の
隅
に

な
ず
な
を
見
つ
け
ま
し
た
。
土

の
色
と
同
じ
で
よ
く
見
な
い
と
わ
か

り
ま
せ
ん
。
茹
で
る
と
緑
に
な
る
の

が
不
思
議
で
す
ね
。え

り
ち
ゃ
ん
（
佐
久
市
）

庭
先
の
野
沢
菜
（
昨
年
秋
ま
き
）

が
雪
の
中
に
埋
ま
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
芽
が
少
し
伸
び
て
き
ま
し

た
。
暖
か
く
な
る
と
ひ
よ
ど
り
が
つ

い
ば
む
の
で
少
し
は
ひ
よ
ど
り
さ
ん

に
も
あ
げ
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で

私
も
負
け
ま
い
と
競
争
し
て
お
い
し

い
新
芽
を
食
卓
に
の
せ
よ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

し
い
ち
ゃ
ん
（
東
御
市
）

も
う
だ
い
ぶ
前
に
“
も
う
こ
の
鳥

鳴
く
っ
け
？
”
と
も
っ
と
暖
か

く
な
っ
て
か
ら
毎
年
聞
い
た
よ
う
な

鳥
の
声
を
聞
き
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

先
日
は
畑
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
を
取
り
ま

し
た
。
春
の
香
り
・
味
、
お
い
し
い

で
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
寒
い
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
鳥
も
植
物
も
ち
ゃ
ん
と

春
を
わ
か
っ
て
す
ご
い
で
す
ね
。

Ｔ
・
Ｎ
（
佐
久
市
）

こ
の
雪
の
中
、
近
所
の
４
〜
５
人

で
マ
レ
ッ
ト
に
行
き
ま
す
。
雪

の
中
を
歩
く
の
は
と
て
も
足
腰
に
き

ま
す
が
・
・
・
冬
の
運
動
不
足
解
消

に
は
と
て
も
い
い
で
す
。

マ
レ
ッ
ト
命
（
佐
久
市
）

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
早
く
蒔
き
た
い
お

嫁
さ
ん
。
遅
霜
が
心
配
な
私
。

ど
う
折
り
合
っ
た
ら
よ
い
か
悩
み
の

種（
芋
）
。

山
の
家
の
ポ
ニ
ュ
（
佐
久
市
）ピー子ちゃんのママ（佐久市）

朝（佐久市）

Ｋ . ばあば（御代田町）

サザエ（佐久市）

姪
が
３
月
15
日
、
大
学
の
卒
業
式

で
し
た
。
お
天
気
が
良
く
て
良

か
っ
た
で
す
。
「
卒
業
お
め
で
と
う
!!

４
年
間
頑
張
っ
た
ね
」
と
メ
ー
ル
を

送
り
ま
し
た
。

Ｒ
・
Ｔ
（
佐
久
穂
町
）

毎
年
粘
土
質
の
畑
で
自
家
用
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
作
り
ま
す
。
ホ

ク
ホ
ク
で
と
て
も
お
い
し
い
で
す
が
、

昨
年
は
野
生
動
物
に
ほ
と
ん
ど
食
べ

ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は
ど
の
畑
に
作

ろ
う
か
と
思
案
中
で
す
。

Ｈ
・
Ｋ
（
東
御
市
）

同
窓
会
の
通
知
を
も
ら
い
ま
し

た
。
コ
ロ
ナ
で
４
年
間
休
ん
で

い
ま
し
た
が
、
今
回
で
最
後
と
の
事

で
す
。
最
後
の
同
窓
会
で
す
が
、
東

京
か
ら
も
来
て
く
れ
て
い
た
人
達
に

も
会
え
る
か
な
と
思
う
の
で
す
が
、

私
は
参
加
で
き
そ
う
も
な
い
の
で
次

の
日
の
昼
食
会
だ
け
で
も
行
き
た
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。Ｍ

・
Ａ
（
佐
久
市
）

近
所
の
鯉
の
旨
煮
が
と
っ
て
も
上

手
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
年
末
年

始
、
鯉
の
旨
煮
を
お
願
い
し
た
ら
転

ん
で
骨
折
し
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
ず
い
分
た
っ
た
の
で
「
で
き
ま

す
か
？
」
と
訪
ね
て
い
く
と
骨
折
は

治
っ
た
が
、
今
は
「
や
る
気
」
が
な

く
な
っ
て
し
ま
い
で
き
な
い
と
・
・
・

何
が
な
く
て
も
「
や
る
気
」
の
大
切

さ
を
思
い
知
り
ま
し
た
。

森
の
ひ
つ
じ
（
小
諸
市
）

め
ぼ
し
い
食
材
が
な
く
悩
ん
だ
末

に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ

ン
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
で
ポ

テ
ト
サ
ラ
ダ
を
作
り
ま
し
た
。
茹
で

た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ニ
ン
ジ
ン
を
ピ
ュ
ー

レ
状
に
し
た
際
温
か
い
う
ち
に
美
味

し
い
酢
を
ち
ょ
っ
と
入
れ
て
混
ぜ
て

お
く
の
が
秘
訣
で
す
。
家
族
に
好
評

で
す
。

ワ
ン
ち
ゃ
ん
（
佐
久
穂
町
）

１
日
７
５
０
０
歩
を
目
指
し
て
ど

こ
へ
行
く
の
に
も
歩
い
て
い
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ガ
ソ
リ
ン
代

も
う
き
、
環
境
に
も
よ
く
健
康
に
も

い
い
。
い
い
こ
と
ず
く
め
で
す
。

ウ
ス
ポ
ン
（
佐
久
市
）

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
は
私
の
初
孫
。
高
校

生
に
な
り
ま
す
。
時
は
流
れ
る

を
実
感
し
て
い
ま
す
。
私
の
日
々
も

こ
れ
か
ら
雪
が
去
り
畑
に
向
か
う
時

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

ハ
ナ
ち
ゃ
ん
の
ば
あ
ば
（
佐
久
市
）

私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など
私の一句・一首、クイズの答え
お便り、イラスト・写真など

①クイズの答え
②身近な情報や出来事
  （イラスト・俳句等）
③6ページ「笑味ちゃん
のエーコープマーク
品活用術」の感想

④〒・住所・氏名・
　年齢・電話番号・
　ペンネーム

●おハガキに記載された個人情報は、広報誌の編集
およびプレゼント発送等を目的とし、それ以外には
一切利用いたしません。
●ハガキは１人１枚を有効とします。
●お送りいただいたハガキ・イラスト・写真等は返
却いたしません。
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新
幹
線
が
敦
賀
ま
で
延
伸
し
ま
し

た
。
北
陸
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま

で
東
信
か
ら
は
遠
く
感
じ
ら
れ
た
近

畿
圏
内
に
も
う
ん
と
行
き
易
く
な
っ

て
き
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。
陽
気

も
良
く
な
り
旅
の
計
画
を
立
て
て
み

た
く
な
り
ま
し
た
。ホ

シ
ガ
ラ
ス
（
佐
久
市
）

同
級
生
が
認
知
に
な
り
78
歳
で
施

設
に
入
所
し
て
自
分
が
伺
っ
て

面
接
で
き
る
の
で
す
が
、
全
然
名
前

も
忘
れ
ら
れ
シ
ョ
ッ
ク
で
悲
し
い
こ

の
頃
で
す
。

デ
コ
（
立
科
町
）

二重マスの文字を順に並べてできる言葉
は何でしょうか？
答えを下記のあて先までお送りください。

先月号の答えは 

『フリージア』
でした。

お願い：黒色のペンで、すべての項目にはっきりとご記入ください。

◇◆ヨコのカギ◆◇
①陰暦の 5 月のこと
②棋聖、天元、本因坊といえば
③ワインやウイスキーはこれ
④話題となるような出来事
⑤ギョーザのたれに入れる辛い調味料
⑨指揮者が振るもの
⑪家臣が仕えます
⑫村下孝蔵のヒット曲。歌い出しの言葉は五

さ み だ れ

月雨
です

⑬目には○○○山ホトトギス初ガツオ
　（山口素堂）
⑮遠くの親類より近くの○○○
⑱ 1 とー 1 の中間点
◇◆タテのカギ◆◇
①アルバイトの○○○○試験を受けた
④黄色に黒いしま模様がある猛獣
⑥ご○○○の良い日にお越しください
⑦ケシ科の花、特にヒナゲシのこと
⑧味を感じ取ります
⑩沖縄では 5 月中に○○入りすることが多いですね
⑪ゴールデンウイークのホテルは、○○○○○客

で混雑しそう
⑬魚偏に占と書く魚
⑭凸という字の音読みは
⑯早く実る稲は早

わ せ

稲、遅いものは
⑰ポケットの中でチャリチャリと鳴ることも
⑲相撲の取組を数えるときに使う言葉
⑳衣服のしわをのばします

応募総数 85 通
●「JAHOO クイズ」当選者
　の発表は、プレゼントの発
　送をもってかえさせていた
　だきます。ご了承ください。

●締切4月25日㈭（消印有効）

★クイズ正解者の中から
　抽選で 3 名の方に
  「ＪＡ佐久浅間オリジナル
　  りんごジュース（１箱）」
　を差し上げます。

「遊Ｙｏｕポスト」最多掲載者
　令和５年４月から令和６年３月号で、
イラストや絵手紙、私の一句・一首に
最も多く掲載させていただいた方に粗
品を贈呈いたします。
●イラスト・絵手紙
　ピー子ちゃんのママ（佐久市）、
　朝（佐久市）
●私の一句・一首
　デブジ（佐久市）、爾楽庵（佐久市）
　竹（東御市）、Ｈ・Ｓ（佐久穂町）
今後も大勢の皆さんのお便りをお待ちして
います！



Sakuasama  InformationSakuasama  InformationＪＡ佐久浅間からのお知らせ

13 JAHOO
2024-4 12JAHOO

2024-4

2024 JA 長野県農機＆資材フェスタ
開催のお知らせ

アメックからのお知らせ

「農機・資材の商談ツアー」を行います。詳細は５月
号に掲載します。
●日　時　7月19日㈮・20日㈯
●場　所　オリンピック記念アリーナ
　　　　　エムウェーブ（長野市）
■お問い合わせ　㈱オートパル佐久浅間 
　中央農機センター　TEL 0267ー26ー6601

  佐久町給油所5月1日 ㈬ オープン
改装工事期間中は、大変ご不便とご迷惑をお掛け致し
ました。1日・2日はもれなく燃料特別価格と記念品
をプレゼントします。
スタッフ一同ご来店をお待ちしております。

■お問い合わせ　JA佐久浅間 ㈱アメック
　本　社　　　　TEL 0267ー66ー7007
　佐久町給油所　TEL 0267ー86ー4798

（
４
月
１
日
付
）
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長
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セ
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長
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原
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小
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▽
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長
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部
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沼
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▽
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代
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）
友
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▽
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部
同
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Ｄ
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長
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営
農
企
画
米
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課
長
代
理
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荻
原
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彦
▽
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部
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卉
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樹
振
興
セ
ン
タ
ー
長
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同
部
同
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タ
ー

長
代
理
）
友
野
徹

支
所
・
店
・
セ
ン
タ
ー

▽
佐
久
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村
田
支
所
長
代
理
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同
支
所
金

融
課
長
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峯
村
智
恵
▽
同
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所
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店
長
（
同

支
所
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金
融
課
長
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小
平
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祐
▽
佐
久

野
沢
支
所
長
（
佐
久
穂
支
所
長
代
理
兼
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務
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長
）
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公
人
▽
同
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所
長
代
理
（
同

支
所
中
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店
長
）
田
村
智
成
▽
同
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所
中

込
店
長
（
同
支
所
長
代
理
）
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公
弘
▽
佐

久
う
す
だ
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長
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久
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澤
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▽
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兼
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長
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長
）
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融
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長
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▽
同
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課
長
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所
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融
課
長
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史
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▽
同

支
所
長
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理
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▽
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代
理
兼
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務
課
長
）
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▽
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兼
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務
課
長
（
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部
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長
）
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）
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▽
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長
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所
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課
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）
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長
兼
小
沼
事
務
所
長
（
営
農
経
済
部

生
産
資
材
課
長
兼
佐
久
市
望
月
土
づ
く
り

セ
ン
タ
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荻
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※
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所
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部
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卉
果
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興
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タ
ー
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篠
原
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（
佐
久
穂
支
所
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融
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済
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融
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融
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課
）

新

採

用

職

員

道の駅ヘルシーテラス佐久南
イベントのお知らせ

ゴールデンウィークフェスティバル・佐久バルーン
フェスティバル 2024 の協賛イベントを開催いたし
ます。

●開催期間：5月3日㈮ 〜5月6日㈪
●時　　間：午前9時〜午後6時
※ 詳細についてはホームページまたは Facebook へ

■お問い合わせ　道の駅ヘルシーテラス佐久南
　　　　　　　　TEL 0267 ー 78 ー 3383

監事会　3 月 26 日開催 / 会議・報告事項
①会計監査人の監査報酬等に関する同意について
②子会社監査役からの諸報告について
③常勤監事からの諸報告について
④令和５年度内部監査年間業務報告について
⑤令和５年度内部監査品質評価結果について
⑥２月内部監査実施状況報告について

理事会　3 月 26 日開催
決議事項
第 1 号議案　第 25 回通常総代会提出議案について
第 2 号議案　自己改革工程表について
第 3 号議案　佐久浅間農業協同組合定款及び定款附
　　　　　　属書総代選挙規程の変更について
第 4 号議案　役員の選任について
第 5 号議案　肉牛肥育実験事業積立金規程の全部改
　　　　　　正について
第 6 号議案　野菜加工事業積立金規程の変更について
第 7 号議案　信用事業方法書金銭債権の取得または
　　　　　　譲渡及びこれに付帯する事業の改正に
　　　　　　ついて
第 8 号議案　不良債権処理方針について
第 9 号議案　目的積立金の取崩しについて
主な報告事項
①令和 5 年度決算状況について
②資産自己査定結果について
③令和 5 年度子会社事業報告について
④総代懇談会開催について
⑤令和 5 年度第 3 回支所（店）運営委員会開催結果に

ついて

⑥コンプライアンス・プログラム取組状況について
⑦コンプライアンス関連事案の対応状況について
⑧反社会的勢力等との取引排除および疑わしい取引

の防止に係る対応状況について
⑨大口信用供与先の概況について
⑩令和 5 年度第 4 四半期購買未収金対策委員会につ

いて
⑪令和 5 年度ＪＡ佐久浅間燃料生産資材高騰対策総

括について
⑫令和 5 年度決算監事監査実施について
⑬内部監査実施状況について

休日・夜間緊急連絡先

相談・苦情受付ダイヤル

営業時間外の連絡時にご利用ください
■キャッシュカード・貯金通帳・印鑑の紛失
　　  0120－02－4040
　※受付：月曜～金曜  17時～翌朝8時  土日祝日 24時間
■自動車事故（ＪＡ自動車共済）

　　  0120－258－931 ※受付：24時間365日

当ＪＡ各事業に関する相談・苦情を受付します

　　  0120－677－882

ジコは   クミアイ

※時間：9～17時 土日祝日を除く

各種相談会のご案内
■相談日（5月）
　 9 日㈭　立科支所　　　　11日㈯　佐久穂支所
　16日㈭　佐久野沢支所　　28日㈫　浅科店
■相談役　ＪＡ長野信連 社会保険労務士 湯本 久美
■お申し込み　ＪＡ金融窓口または金融部金融企画課
　　　　　　　 TEL 0267-67-0610

■相談日　4月26日㈮ 午後1時30分～午後5時
　場　所　本所2階201
■お申し込み　農家経営支援対策チーム
　TEL 0267-68-1114　FAX 0267-68-1928
　お申し込み締め切り　4月19日㈮ 　
※開催日、場所等が変更になる場合があります

年金相談

営農・就農相談

NISA・資産運用に関するご相談は JA まで！
JAではNISA制度や資産運用に関するご相談を受け付
けております。「NISAって話題になっているけど、
どんな制度なの？」「興味はあるけど、どうしたらい
いのかわからない・・・」など、些細な疑問にもお答
えいたします。
みなさま一人ひとりのライフプランに合ったご提案を
させていただきます。詳しい内容につきましては、お
近くのNISA取扱支所までお問い合わせください。
※ご来店の際には事前にご予約をお願いいたします。
※お取り扱いのない店舗もございますのでご注意ください。
■お問い合わせ　金融部　ライフサポートセンター
　　　　　　　　TEL 0267ー78ー5960

アグリファームさくほ営業時間変更のお知らせ
●営業時間　午前8時30分〜午後6時
　4月から6月まで全日営業いたします
■アグリファームさくほ　TEL 0267ー86ー4683

「みどりのひろば軽井沢」がオープン
皆さまのお越しをお待ちしています。

4月18日㈭オープン
●営業時間　午前9時〜午後3時
●定　休　日　毎週水曜日（ＧＷは営業いたします）
■みどりのひろば軽井沢　TEL 0267ー45ー5086
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SDGs

わたしたちＪＡグループは、

「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」に賛同し、

その達成に向けて、事業・活動に取り組みます。

失
敗
や
困
難
は
「
自
分
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
」

失
敗
や
困
難
は
「
自
分
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
」

佐
久
市
田
口
の
友
野
晴
貴
さ
ん
は
桃
や
リ
ン
ゴ
、
プ
ル
ー
ン

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

９
年
前
に
情
熱
を
持
ち
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
げ
る
仕
事
は
な
い

か
と
模
索
し
就
農
を
決
意
。
「
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な

も
の
」
で
は
な
く
「
感
情
的
に
欲
し
い
も
の
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
農
業
経
営
を
し
た
い
と
考
え
、
果
樹
の
栽
培
を
始
め
ま

し
た
。
４
年
前
か
ら
桃
を
栽
培
し
、
先
輩
農
家
に
桃
担
い
手

生
産
者
グ
ル
ー
プ
「
ｍ
ｏ
ｍ
ｏ
Ｌ
ａ
ｂ
」
を
紹
介
さ
れ
活
動

に
参
加
。
栽
培
の
技
術
や
知
識
を
学
び
「
あ
か
つ
き
」
「
川

中
島
白
桃
」
な
ど
８
種
類
を
栽
培
し
、
昨
年
は
約
７
０
０
㎏

を
初
出
荷
し
ま
し
た
。

友
野
さ
ん
は
「
果
樹
は
植
え
て
か
ら
収
穫
ま
で
に
時
間
が
か

か
る
。
栽
培
を
続
け
て
い
く
と
失
敗
や
困
難
を
避
け
て
通
れ

な
い
が
、
自
分
を
高
め
る
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
情
熱
を
持
ち
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
で
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

（35）

佐
久
市
田
口
　
友
野 

晴
貴
さ
ん

8 月撮影

momoLab メンバーら


